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研究の概要 

　不登校児童生徒数の増加を背景とし

て、学校だけで課題を抱え込むのでは

なく、地域社会や専門機関との協働に

よる包括的な支援体制の構築が求めら

れている。本研究では、学校、教育委

員会、教育支援センター、スクールカ

ウンセラー、スクールソーシャルワー

カー、医療・福祉機関、地域団体等が

連携した不登校児童生徒支援の在り方

について実証的に検討している。特に、

別室や校内教育支援センターを活用し

た支援体制の構築、教職員と専門職と

の協働プロセス、コーディネーターの

役割、児童生徒の心理的居場所づくり

等に着目し、質問紙調査、インタビュー

調査、事例分析等をとおして研究を進

めている。研究成果を基に、多様な関

係者が協働して子どもの学びと成長を

支える地域協働型不登校児童生徒支援

モデルの開発を目指している。

研究の特徴
　本研究は、学校現場での豊富な実践経験を基盤として、教育・心理・福祉の多職種連携に焦点を当てている点に特

徴がある。個々の児童生徒への支援だけでなく、学校組織全体の支援力向上や地域における支援ネットワーク形成を

視野に入れている。また、学校内外の専門職や関係機関との協働を促進するための具体的な方策やコーディネート機

能について実践的な知見を提供できる。自治体や教育委員会との共同研究、教職員研修、支援体制評価にも対応可能

である。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　学校や教育委員会、教育支援センターと連携し、不登校児童生徒の支援体制整備や校内教育支援センターの運営支

援、教職員研修、地域ネットワーク形成に関する調査研究を実施している。

研究者からのメッセージ
　学校・地域・専門機関が連携した不登校児童生徒支援の体制構築に関する共同研究や実践開発を歓迎します。子ど

も一人一人の社会的自立とウェルビーイングの実現に向け、地域とともに支援モデルを創出したいと考えています。

　　研究情報：https://researchmap.jp/7bei
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